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駅伝、優勝、おめでとう 

 

11月30日、 第54回祁答院地域駅伝競走大会が開催さ

れ、轟チームが見事優勝を達成しました。  2位が黒木、3

位が大村、4位藺牟田、5位上手の順でした。 

これまで圧倒的な強さで連覇をしてきた大村を倒し、この

ような結果をもたらすことができたのは、毎年巣立っていく

選手も居り、その年の出場選手の力量等、諸条件が良いタイ

ミングでマッチすることと、選手の猛練習は勿論のこと、関

係者一同が一丸となって志気の高揚を作り上げた賜と言えま

しょう。 平成 8 年に優勝して以来、低迷し続けていたが、

平成 22 年度から、頭角を現し、毎年準優勝であと一歩と言

うレベルまで来て踏みとどまっていたところ、17年振りの念

願の優勝と成りました。 

夜間、照明灯の中で、１ヵ月前からの岩元次郎コーチの精

力的な指導、そして、水も漏らさぬ入念な健康福祉部長、末

吉耕一監督の適切な指揮段取り、そして関係各位の熱心なバ

ックアップに応えた選手諸君の頑張りの結果と賞賛したい。 

区間賞は 4区の古賀智司君、10区の鮫島晴貴君、12区の

南部武琉君。  

また、岩元次郎先生が駅伝の指導に長年にわたり指導され

たことを高く評価されて、駅伝功労者の表彰状が贈られまし

た。 

12月25日昼間、役員一同、同伴のうえ、優勝祝賀会とし

て国分まで引率し、

食べ放題の焼き肉

レストランで祝杯

を挙げ、選手の労

をねぎらいました。 

この為に、約20

名の方々から寄付

を頂き、この紙面

を借りて御礼申し

上げます。    
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ふれ合い事業、餅つきとしめ縄づくり 

 

文化教養部長木場幹幸氏の指揮のもと、12月22日、総勢

50名が参加して、恒例の餅つきとしめ縄づくりの行事が盛大

に行われました。しめ縄づくりの指導は高齢者クラブの宝満

照美会長、菊地田清さん、竹下繁さんの3人に来ていただき

ました。  

また一方では、昔の足踏み脱穀機を使い、稲穂からもち米

を分離、籾とわら屑を風力による分類機（俗に昔はトンと呼

んでいた）でその籾と大きな稲わらを分離ふるいにかける作

業体験を実施しました。 

 本番の餅つきも、それぞれ身体に合った大・中・小の餅つ

き用杵をつかい、小さい子供も餅つきの体験ができました。 

片やご婦人方の指導でアンコ餅と丸もちをこさえ、総仕上げ

に、皆なで餅とお吸い物、漬物等を添え、タラフクいただき

ました。  

また同時に、コミセン入り口に立派な門松を作っていただ

きました。 皆様のご協力に感謝します。 

 
 

 
 

 
 

婦人会の臨時総会で婦人会の解散決定 
  

年の瀬も押し迫った12月28日、会長山ノ内千草氏以下総

勢15名参加のもと、婦人会の臨時総会が開催され、また、

恒例の生け花教室の交流会が開催されました。正月を迎える

にふさわしい催しでした。 ところで、臨時総会で、会員の

総意をもって婦人会の組織を25年度を最後に解散すること

が決定しました。そして、今年の2月27日 に最後の婦人

会総会が開かれ、名残を惜しみつつ厳かに解散式が行われ幕

を閉じました。新たに女性部が設置されました。 

平成26年元旦 新年式 
 

総勢約60名、原口新十さん作、今年の干支に迎えられ、

午前10時より恒例の新年式が轟コミセンで厳かに行われ

ました。 君が代国歌斉唱に始まり、榎園清人会長の挨拶、

市長のメッセージを市役所勤務の地元の田平陽一氏が代読、

さらに瀬尾和敬議員からの 

祝辞のメッセーの代読が行わ

れました。 その後小・中学

生の自分の今後の目標につい

て、力強い誓いの言葉が述べ

られ、その後、学習コンクー

ルの表彰式が実施され、一月

一日の歌で締めくくられまし

た。 好天に恵まれ、参加者

も多く、年の初めにふさわし

い式典でした。
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12/25 優勝祝賀会 



消防団の慰労会開催 
1月5日（日）、午前中は市の恒例の消防出初式が行われ

ました。その後、轟地区の消防団員の慰労会をコミ協の消

防団後援会主催で実施しました。 ご来賓は消防局から植

村大八祁答院分署長はじめ5名、大木幹生祁答院支所長以

下2名。そして、轟地区の消防団員9名参加のもと、コミ

協役員と婦人会役員９名が対応して労をねぎらいました。

（総勢25名参加） この場で椛山成人及び椛山俊朗氏が

15年の永年勤続賞を受賞し、その賞状の伝達式が行われま

した。 消防団員の皆さん、安心・安全なまちづくりの為

にご尽力いただき心より感謝申し上げます。 

 
 

ふるさと歩こう大会開催 
 

健康福祉部長、末吉幸一氏指揮のもと、恒例のふるさと

歩こう大会が、１月26日、午前９時から実施されました。 

 今年は菊池田コースで、途中歴史探策として菊池田神社

の説明を受け、菊池田石塔群を視察し、そして空き缶、ペ

ットボトル、塵等を拾い集めながら、特に今年は、新しい

試みとして木場山入口まで往復約2㎞追加して全行程、約

６㎞を歩きました。参加者は70名。集められたゴミは全部

で3袋、一部、さほど交通量の多い道路でない割には、相

変らず、絶えないポイ捨ての現状を見せつけられた感じで

した。 通行者の良識に期待するしかありません。・・・・・ 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

グランドゴルフ大会大盛況 

  
歩こう会の大会のあった午後、例年通り轟地区グランド

ゴルフ大会が大人及び子どもも交え総勢約40名参加で盛

大に開催されました。  

結果は榎園清人さんが２つのホールインワンを達成、見

事優勝という結果でした。 

子どもたちも大人顔負けの素晴らしいショットも随所に

見せ、終了後は職員の石神和代さん他ご婦人の協力で、美

味しいぜんざいと焼き餅を作っていただき、皆でたらふく

いただき満悦でした。

 
 

松木場山区有林の境界踏査確認 
 

 総務自治部長 牧田信一氏の音頭で、2月4日 午前中、

境界に詳しい末吉義人さんに案内をお願いし、役員一同で松

木場山の

区有林の

境界確認

踏査を実

施しまし

た。 お

疲れさま

でした。 

 

 

地域安全ふれあい事業開催 
 

 総務自治部長牧田信一氏及び藺牟田駐在所連絡協議会轟青

年部長上囿修作氏の指揮のもと、2月16日午前中、川内警察

署より4名来ていただき交通安全法令講習会を開催しました。

最初は腹話術による講話、その後、 子どもグループと大人

グループの二手に分かれ実施されました。子どもグループは

本白水藺牟田駐在所長の鑑識体験として、指紋のとり方の実

地体験、一方、大人グループは交通道徳の講話、ビデオによ

りいろいろな振り込め詐欺の巧妙な手口の様々な実態を映像

で見せていただきました。 

最後に、再度全員集合し、警察官の中に三味線を弾き島唄

の得意な方がおられるということで、沖縄・奄美島唄4曲歌

っていただき、大変有意義な楽しいふれ合い事業が出来まし

た。

 
 

男の料理教室開催 
 

2月16日午後、3部会がそれぞれ開かれ、今年度の反省及

び来年度の事業計画が企画されました。 その後、健康福祉

部長、末吉耕一氏の音頭で「男の料理教室」が開催され、出

席者は22名、料理

の指導者に、市の栄

養士階元和代氏と地

元の食生活改善グル

ープの有村美沙代氏、

健康福祉部の轟木タ

ミ子氏、コミ協職員

の石神和代氏にご協

力いただきながら料理に挑戦しました。 

 

コミセン敷地内の溝蓋取り換え工事実施 
 

 ご承知の通り、コミセン敷地内の溝蓋が強度不足で乗り

入れ禁止となっていましたが、この度、市のマイスター事業

を活用して、マ

イスター登録技

術者（土木一般）

宮脇勉さんの指

導のもと、全て

グレーチングと

いう鉄製の溝蓋

に交換改修工事

を行いました。

実地作業には、

木場幹幸部長が一任され、その指揮の下、榎園清人会長、盛

山裕章副会長、主事の濵島洋機氏が当たり、長年の懸案が解

決しました。マイスター事業とは材料及びその工事に必要な

機械のレンタル料のみ補助が出るが、実地作業は地区内の登

録された技術者の責任の下、労賃その他は自分で賄うことで

許可が出る仕組みのものです。ちなみに今回の材料使用額は

17万円弱が補助され、自己負担は小物の機材、わずかな手当

てで約2万5千円程度の出費でした。 

 

運動広場の植木剪定作業実施 
 

2月28日（日）午前中、轟運動広場の庭木剪定作業を行い

ました。 更に、緑

化推進事業の補助金

を活用して(13,500

円)3本のなつめの

木を轟運動広場の遊

具設備のあるところ

に植えました。 

 

ブランド市に出品販売 
  

 第９回薩摩川内市生涯学習フェスティバルが2月23日サ

ンアリーナせんだいで開催され、その一環としてコミュニテ

ィマーケットブランド市が設けられました。轟地区からは農

産物及び手芸品を出品販売しました。出品者は15名、総売

上額が９万円弱（昨年は10万円弱）でした。 

今後も、なるべ

く珍しい，普段得

難い商品を、この

ブランド市に向け

て、植え付けから

計画的に企画して

出品すればそれな

りの成果が期待で

きると思います。 

来年に向けて企画

挑戦してください。 

 

旧表彰状・賞状等掲示額縁整理さる 
長年お蔵入りしていた過去のいろいろなスポーツの表彰状

が、この度、木場幹幸氏の積極的な計らいにより、コミセン

の中会議室に、キチンと整理されましたのでここに報告しま

す。木場幹幸さん有難うございました。

 
 

 

 

 

 

 

今後の主な行事予定 

3/20（木）19：00～ コミ協運営委員会  

3/23 (日) 両自治会総会 

3/30 (日) 13：30 ～14:00 TV総会 

      14:10～14:30  農村環境保全管理組合報告会 

      14:40～      コミ協総会 

木場山入り口 

 


